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論文内容の要旨
本論文は，セルフチェッキングシステムの論理的な構成方法とその一般的な故障モデルとなる多状態
システムに関しての研究成果をまとめたもので， 8 章から成っている O
第 1 章では， システムの高信頼化構成技術及び故障モデルに関する従来の研究成果を系統的に概観し，
問題点を指摘するとともに，本論文の意義を明らかにしているO
第 2 章では，新しい単一誤り訂正・二重誤り検出符号を提案し，誤り検査訂正 CECC) 回路にセル
フチェッキング(自己検査性)の概念を導入する方法について論じているO 提案する構成方法のセルフ
チェッキング性の検証を行なうとともに，構成部品数の増加率を算出し，従来の方法との比較により本
構成法の有効性を確認しているO
第 3 章では，バイト誤り検出 CSEC-DED-S bED) 符号のECC回路をセルフチェッキング
化するための新しい方法を提案している o L S 1 化に最適な性質を有する金田の符号を対象符号として，
この符号のセルフチェッキング化の観点からの特徴を明らかにし，セルフチェッキング化を可能にする
検査回路の構成方法を示しているO
第 4 章では，多重化・多数決方式にモジュール単位での故障検出能力を付与した上で，セルフチェッ
キングの機能をもたせる方法について考察しているO 多重化・多数決方式の最小構成となるTMR シス
テムをセルフチェッキング化するための構成方法を述べ，より一般的なNMR システムへの応用につい
て検討している。
第 5 章では， 2 状態システムを多状態の故障モデルへ一般化した Barlow-Wu システムの持つ制約
を緩和したシステムを定義し， このシステムの構造上の特性を明らかにしている O
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第 6 章では，多状態システムの 2 つのクラスを考え，システム設計や信頼度解析において重要となる
モジュールの概念を定式化し，モジュールの構造上の性質を明らかにしているO 特に，モジュールの規
範や和集合に関する構造上の特性について明確にしている。
第 7 章では，システムとその構成部品が半順序集合で定義された一般的なシステムを考え，システム
信頼度及びその上・下界に関して論じている。システム信頼度を問題にするとき有用となる aSSOCla­
tion の概念を半順序集合上に拡張し，確率的な諸』性質について考察し， システム信頼度及びその上・
下界を導出している。更に，システムが有限個のモジュールに分割される場合について検討し，有効な
導出方法を提案している。
第 8 章では，以上の章の主な成果を総括し，今後の課題を述べているo
論文の審査結果の要旨
情報化社会の発展に伴いシステムは高性能化，複雑化，大規模化され， システムの故障による停止や，
誤動作の社会に与える影響は広汎なものになってきているO 高信頼度システムを実現する手段のーっと
して， システムあるいは部品レベルで、冗長度を積極的に利用したフォールト・トレラント・システムが
注目されてきた。
本論文は，フォールト・トレラントシステムのいくつかの代表的な機能回路をセルフチェッキング化
する方法を提案し，さらに一般的な故障モデルとしての多状態システムの諸'性質についての解析ならび
に設計方法についての研究成果をまとめたものであって，その主要な結果を要約すると次の通りである。
(1) 単一誤り訂正，二重誤り検出符号を実現する誤り検査訂正回路を，セルフチェッキング化する新し
い符号を提案し，その符号の構成方法を与え，従来研究されてきた方式より構成部品数の増加率が少
ないことを示しているo
(2) 多重化，多数決方式にセルフチェッキングの機能をもたせる方式を論じ，モジュール単位での故障
検出能力を付与しているo
(3) 2 状態システムを多状態システムへ一般化した Barlow-Wu のモデルを拡張したシステムを定義
し，その構造上の種々の特性を明らかにし，多状態でのシステムの多様性，複雑性を定量的に論じて
いる。
以上のように本論文は，セルフチェッキングシステムと多状態システムに関する多くの有用な知見を
与えており，システム工学および、情報工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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